
 

 

 

 

 

 

 

 
         

                      

 

                     泰日協会学校シラチャ校   

                         教  頭    倉    博  之  

 

一定の距離を保つ中ではありますが、子どもたちの笑顔と、明るく朗らかな歓声が、吹き抜け

の校舎、校庭に溢れるようになって１ヶ月が過ぎました。子どもたちが本来的にもっているそうし

た明るさ、朗らかさは、学校から見える深い青空と白い雲、校舎周辺の草花、風景とマッチし、

幸せな気持ちを私たちに与えてくれます。登校が始まって本当に良かったと強く感じる瞬間です。  

そんな中で、登校してくる子どもたちを見ながら感じることも増えました。それは、微笑みの国

にいて、日常の何気ない人との出会いで感じるものと同じであることに気づきます。  

タイ、シラチャで暮らし始めて 8 ヶ月。やはり、その出会いで生まれる微笑みのある挨拶に心

が動かされます。コロナ禍にあって制限の多い生活が繰り返され、どのように時代が進化し、画

面越しの出会いの機会が増えるとしても、人とのつながりは途絶えることはないし、むしろその機

会をどのように豊かに保つかは、ますます重要であると思います。 

子どもたちの素直で明るいその姿に、目を見て微笑み柔らかな挨拶ができる資質を加えて

育てたいと思い始めています。せっかく登校が始まり、多くの人との出会いが生まれ始めました。

ディスタンスを取りながらでも、人との豊かな出会いは可能だし、そのことによって生まれる心の成

長も確かに得られるはずです。さらには、日本とは違う環境や文化の中で暮らす子どもたちは、

これからの社会でますます重要な資質を確かに身に付ける機会を得ていると思います。ぜひ、こ

れから、毎日の生活の中で何気なく繰り返される人との出会いの場面で、相手の目を見て微

笑み柔らかな挨拶ができる時間を多くもち、良好な人間関係を築き豊かな生き方ができる資

質を身に付けてほしいと思います。 

学校の一年はまだ続きますが、明日から一年の終わりである師走を迎えます。多くの出来

事が私たちを翻弄したとも言える 2021 年ですが、せめて最後の月はみんなが心穏やかに過ご

すことができればと思います。 

学校は２学期のまとめです。在宅学習期間、そして登校の中で学習した事柄を、次の学

びにつなげられるよう振り返ることが大切です。頑張りましょう！そして、間もなく、中３の皆さん

の中には、受験のための帰国を迎える人も多くなると聞いています。依然としてコロナの状況も

心配が続きますが、自らが選択した進路実現に向けて、身に付けた自身の実力を遺憾なく発

揮し、着実な一歩を踏み出してほしいと願います。がんばれ！中３受験生！  
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微笑みの国にいて・・・今、思うこと 



New Horizon 
大学生の頃、塾のバイトをしているときに「なんと自分の授業はつ

まらないのだろう」と気づきました。このままではまずい！と思い、英語が

得意でもなければ、人生で一度も飛行機に乗ったことがない私でし

たが、カナダに留学しました。カナダの語学学校で学んだ後、外国人に

英語を教えるインターンシップ(TESOL)に参加しました。英語で英語を日本人以外に教える中で、気 付

いたことがあります。それは文法が多少間違っていても、とにかく英語を話そうする人が多かったことです。カナ

ダのトロントは「人種のるつぼ」と言われ、人口の半分以上は移 民や留学生 です。私が英語を教えていた

語学学校もアジアを始め、多くの国の人がいました。彼らは間違いを気にせず、どんどん話します。実は日本

人は多くの単語と文法は知っているのですが、話す練習不足と、間違いを恐れ、なかなか英語が話せませ

ん。「日本の英語教育を変えるしかない！」と決意し教員になりましたが、現実はうまくいきませんでした。そ

んな中、研 修でカリフォルニアの公立学校 を何校か見学させてもらう機会がありました。同じ中学生でも、

授業風景が全く違いました。廊下でグループになりポスターを作っていたり、パソコンを使ってプレゼンをしてい

ていたり、パソコンの画面で成績を管理していたり。これが 6 年も前の話です。当時は「いつになったたらそん

な未来が来るのか」と思っていましたが、全て子どもたちがシラチャで今、行っていることです。長い在宅学習

期間は、子どもたちと我々教員の ICT スキルを大きく飛躍させました。様々なものを瞬時に、そして簡単に

共有できる今だからこそ、「伝えたい自分の思い」をもって、積極的に伝えるコミュニケーションを大切にしてい

きたいです。タイに来てからタイ語の勉強を続けていますが、とにかくたくさん話すことを意識しています。カナダ

で会った多くの留学生のように。なんとか自分の思いを伝えられたときは嬉しいです。海外にいることで、日本

語以外の言語を必然的に話す環境は、子どもたちの言語スキルだけではなく、積極的にコミュニケーション

をとる姿勢を高めると信じています。英語を通して、子どもたちが少しでも自分の Horizon を広げられるよ

うに尽力していきます。                                  【文責：村山祐亮】 

                            

  

「百聞は一見に如かず」の続きの話  

 【人の口で 100 回聞いても、自分の目で 1 回見るには及ばない。】とい

う意味のよく知られた故事成語。先日、中学部で行われた定期考査のテ

スト監督をしていた時のこと。７年生の国語に「漢詩」の問題がありました。  

「あぁ、学生時代勉強したなぁ。」と懐かしく思っていた時、ふとこの故事成語が頭をよぎりました。 

 瀬戸内地方の、若干郷土愛強めな広島県に生まれた私は、地元を離れることなく生活していました。

勉強に習い事に部活動にと、忙しくも充実した花の高校時代を過ごしていた私の毎日の行動範囲は、ほ

ぼ自転車圏内。それで十分でした。しかし転機が訪れます。北海道の大学を選んだことで、私の世界はぐ

っと広がることとなりました。あくびをしながら歩くとまつげが凍り、目を開けられない！飲み物はその辺の雪に

挿しておけばすぐに冷える！小学生がつけるのは防犯ブザーではなくクマよけのベル！方言が強すぎて友だち

の言っていることが分からない！・・・地元しか知らなかった私にとって、それは衝撃の毎日でした。しかし、生

活や習慣・人々の様子など、自分の知らない世界を実際に目で見て体験し肌で感じながら知ることに、面

白さと喜びを感じずにはいられませんでした。その後は、海外での短期留学やボランティア活動、新しい場所

での挑戦を求め神奈川県に就職。今思えば「百聞は一見に如かず」を自分の指針として行動してきたよう

に感じます。そして今年ようやく念願叶って来タイし、待ちに待った子どもたちとの生活が始まりました。学校

での子どもたちは、オンラインとはまた違った姿をたくさん見せてくれます。実際に会って共に過ごすことの喜び

をかみしめているところですが、それだけで終わってはいけないのです。この故事成語には「百見は一考に如か

ず」「百考は一行に如かず」「百行は一果に如かず」という続きがあります。聞いて、見て、考え、行動し、最

後に成果を出すことが大切だというものです。目の前で見る子どもたちにとっての最善を考え行動し、必要

な力を身に付けられるよう全力を尽くす。学校だよりの執筆を機に、自分の目指すべき姿を再確認すること

ができました。体験して終わりではなく、「続き」を大切にした挑戦し続ける教員でありたいと思います。                                                    

【文責：宮本芽生】 



運動することの楽しさ  

４月に学校が始まると考えていましたが、気づけば、もう１１ 

月になり、２学期も残すところあと１か月となりました。学校が 

再開し、毎日子どもと教室で顔を合わせられることへの喜びを  

日々感じています。その中でも、休み時間や体育で子どもたちと 

一緒に運動することに、在宅期間ではなかった楽しさがたくさん 

詰まっています。 

私は、大学での４年間幼児体育研究会という学内の 

ボランティアサークルに所属していました。ここでの活動は、２歳  

から６歳までの子どもと週に一回、大学で運動教室を行って 

いました。この活動では、学生の多さを生かして先生と子どもがマンツーマンで指導をしています。子どもは先

生を独り占めして運動することができます。自分に合ったレベルの課題に挑戦し、それを乗り越えることで達

成感を味わうこともできます。全体ではなかなか聞けないことも、マンツーマン指導だからこそ何度も何度も挑

戦できます。運動が苦手な子どもでも、誰かとの競争ではなく、自分自身がレベルアップをしていくという印象

を強くもてます。前まではできなかったことができるようになることで、子どもは、『かっこいいヒーロー』になれます。 

私はこの活動を通して、運動が苦手な子どもでも、運動をする中で「できる！」という成功体験を増やす

ことで、「自分にもできるんだ！」という楽しさを見つけることができると知りました。今後も、スモールステップで

自分の課題に真摯に向き合い、体育を苦手としている子どもが「できた！」を増やせる教育活動に取り組

んでいきたいです。 

 【文責：古賀悠作】 

 

 
切磋琢磨 ～原石を磨こう！～  
登校が再開し、1 か月。小学１年生から中学３年生ま

で、子ども達が共に学び合う姿はとても素晴らしいと改めて感

じています。 「今日はどんな勉強をしたのかな？どんなことにチ

ャレンジしたのかな？」と一人ひとり、子ども達の顔を見ながら、

嬉しく思います。 

私は、幼い頃から絵本が大好きでした。いろいろな色や形、絵を見ているだけで、楽しい気持ちや優しい

気持ちになったり、先生や母が読んでくれる話にドキドキ・ハラハラしたり…絵本は、私をいろいろな世界につ

れていってくれました。ある日、幼馴染の A ちゃんが、私に絵本を読んでくれました。「あれ？なんで絵本が読

めるの？！」 A ちゃんが先生のように大きな存在に見え、すごいという気持ちと悔しいという気持ちで、大き

な衝撃を受けました。「自力で絵本を読みたい。」「A ちゃんに追いつきたい、負けたくない。」と、必死でひら

がなを覚えました。初めて、「ライバル」を意識した経験でした。  

在宅学習中、学んだことや身についたことがたくさんあったと思います。それ以上に、この１か月間の子ども

達の成長には目を見張るものがあります。例えば、友だちの漢字ノートを見て、「〇〇さんの文字が丁寧

で、すごいね。」と褒めて感心する子ども達。それを見て、「今日の宿題はいつもより頑張る！」「ぼくの文

字、上手に書けてる？」とノートを見せ合い、励まし合い、日に日に文字を丁寧に書けるようになっていく子

ども達。友だちによい刺激を受け、よりよい自分になろうと努力する子ども達。  

ダイヤモンドの原石は、ダイヤモンドでしか磨けません。互いに認め合

い、切磋琢磨し合える。そんな「よきライバル」に出会い、一人ひとりの

もっている力をさらに伸ばしていってほしいと願っています。みなさんがどん

な宝石になって輝いていくのか、とても楽しみです！  

【文責  木村久美子】 

 
    



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終 業 式 後 、退 学 で書 類 を受 け取 る際 は、１４：３

０に来 校 してください。１４：２０頃 はバス発 車 の時 刻

となるため避 けてください。また、来 校 時 には、ワクチン証

明もしくは ATK 検 査 の結 果 をゲートで提 示 してください。

その際に、学 校 から貸 し出 している chromebook と保

護 者 証をお持 ちください。  

2 学 期 終 業 式  12 月 24 日（金 ） 

3 学 期 始 業 式   1 月  6 日 （木 ） 

  

学 期 の節 目 となる行 事 ですので、シラチャ校 では「襟

付き袖 あり」の服 装 で登 校 することをお願 いしています。ご

準 備をよろしくお願 いします。 

※男 子 はポロシャツ、女 子 はブラウスを着 てくる児 童 が多

いです。 

各 学 年 ともにオンラインで行 います。詳 しくは、学 年 か

ら配 信されるお知らせをご覧 下 さい。 

【小 5】 12 月  8 日   ９：１０～  

【中２】 12 月  9 日  １０：１０～  

【小６】 12 月 14 日  １３：１５～ 

 

※なお、状 況 に応 じて宿 泊 行 事 が中 止 になる可 能 性

があることをご了 承ください。 

小 学 2 年 生以 上 の児 童 生 徒 は、12 月 14 日

（火 ）に NRT を行 います。前 年 度までの学 習 内 容が試

験 範 囲となります。受 験 科目 は以下 の通 りとなります。  

小２～６：国 語、算 数  

中１  ：国 語、算 数、理 科 、社 会  

中２～３：国 語、算 数、理 科、社 会、英 語  

※詳 しい内 容 につきましては、登 校 の手 引 きをご覧 ください。 

例 年、お子さんが退 学されることになった保 護 者 の方 から「お世 話になった学 級のお友 達に教 室でプレゼントを渡 して良

いですか？」 という質 問 が学 校によせられます。日 本 人学 校 ですので、多くの子 どもが編 入 したり退 学 したりしていくことは日

常 的にあります。お気 持 ちは理 解 できますが、一 度 それを認めると、プレゼントを交 換することがお子 さんの編 入・退学 時 の

慣 例になってしまいます。編 入 ・退 学 時の学 校 でのプレゼントの受け渡 しは行わないよう、学 校 としては保 護 者 の方 々にこれ

までもお願 いをしております。保 護 者の皆 様 のご理 解 とご協 力 をお願い致 します。  



 

 

10 月 27 日（水）に登校が再開し、約１か月程度が経ちました。在宅学習が続いたこともあり、行

事予定がなかなか提示できず申し訳ございませんでした。年度末までの見通しがある程度つきましたので、

3 学期の行事予定につきましてはこちらをご確認ください。 

※状況により変更の可能性があることをご了承ください。 

 

 

 
 

 
 


